























































このことは PDCA から CAPD への転換という点にはっきりと示されている。目
の前で生起している事態をありのままに観察・記録・分析するということは，簡
単なようでいて実は極めて難しい。特に教育関係者にとっては尚更のことではな
かろうか。しかしこのことにより，私たちの認識が根底から覆される可能性を大
いに秘めている。
三つ目にはカリキュラム評価という一連の過程において対話が極めて重要な意
味を持っていることである。資料を収集し，分析し，問題点を洗い出し改善策を
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探るという一連の過程は，決して個人の作業において完結するものではない。す
べては複数の人々の開かれた議論を前提としている。当然そこには当事者の主体
的な姿勢がなければならない。
その他にもカリキュラム評価を行うに当たってのポイントは多々示されている
が，読者自らがそれぞれに抱える課題を，本書に示された多くの実践例を比較し
ながら，そして理論編における説明を繰り返し読み解きながら，読者自身が試行
錯誤しながらカリキュラム評価を進めていく，そんな使い方がなされたときに本
書の真価が発揮されるはずである。
一点，筆者が感じた物足りなさを敢えて指摘するとすれば，理論編の「薄さ」
である。特に方法論についてもう少し詳細な説明があっても良かったのではない
かと思う。カリキュラム評価を行っている（行おうとする）読者のうち，社会調
査の経験のない人にとっては，むしろその部分を一番知りたいと思うのではなか
ろうか。
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